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「
一
九
七
二
年
体
制
」
と
い
う
概
念
の
含
意
に
は
、
論
者
や
議
論

の
場
に
よ
っ
て
か
な
り
の
幅
が
あ
る
。
イ
ン
ド
太
平
洋
秩
序
の
一
部

と
し
て
「
一
九
七
二
年
体
制
」
を
論
じ
る
場
合
は
、
日
中
関
係
論
や

日
台
関
係
論
に
お
け
る
定
義
よ
り
も
、
台
湾
を
め
ぐ
る
包
括
的
な
国

際
秩
序
と
し
て
捉
え
る
若
林
正
丈
の
定
義
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
適

当
だ
ろ
う
。
若
林
は
、
一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
中
華
人
民
共
和
国

（
以
下
中
国
、
略
称
を
中
と
す
る
）
と
中
華
民
国
（
略
称
を
華
と
す

る
）
の
国
際
的
地
位
が
逆
転
す
る
な
か
で
、
諸
国
が
台
湾
と
の
公
式

法
政
大
学
教
授

福
田 

円

ふ
く
だ　

ま
ど
か　

二
〇
〇
八
年
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
政
策
・

メ
デ
ィ
ア
博
士
（
慶
應
義
塾
大
学
）。
専
門

は
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
史
、
現
代
中
国
・
台

湾
論
。
国
士
館
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て

現
職
。
著
書
に『
中
国
外
交
と
台
湾
』な
ど
。

1972 年 2 月21日、米国大
統領として初めて中国を訪問
したニクソン大統領と毛沢東
共産党主席（AP／アフロ）

一
九
七
二
年
二
月
、
ニ
ク
ソ
ン
が
訪
中
し
て
発
表
さ
れ
た
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、

中
国
側
の
「
台
湾
は
中
国
の
一
部
分
」
で
あ
り
「
国
内
問
題
」
と
い
う
主
張
に
対
し
、

米
国
側
は
「
平
和
的
解
決
」と
い
う
重
大
な
留
保
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
五
〇
年
。
大
国
化
す
る
中
国
の
攻
勢
に
よ
っ
て
台
湾
を
め
ぐ
る

「
留
保
」
が
現
実
味
を
帯
び
る
い
ま
、
改
め
て
そ
の
意
味
を
考
え
る
。

「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
」を
め
ぐ
る

米
中
台
関
係
と
日
本

｜
｜

動
揺
す
る「
一
九
七
二
年
体
制
」の
含
意
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の
関
係
を
避
け
、「
民
間
関
係
（
非
政
府
関
係
）」
に
限
っ
た
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
の
束
を
「
一
九
七
二
年
体
制
」
と
呼
ぶ
。
こ
う
し
た
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
の
束
が
形
成
さ
れ
る
発
端
が
、
一
九
七
二
年
の
ニ
ク
ソ

ン
米
大
統
領
訪
中
と
米
中
「
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
に
あ
っ
た
か
ら
だ

（
若
林
正
丈
『
台
湾
の
政
治
（
増
補
新
装
版
）』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
一
年
）。
本
稿
で
は
こ
の
「
一
九
七
二
年
体
制
」
の
な
か
で

も
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
米
国
と
日
本
が
、
中
国
お
よ
び
台
湾
と

い
か
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
を
整
理
し
た
い
。

「
一
九
七
二
年
体
制
」
を
成
立
さ
せ
た
条
件

　

ま
ず
、
一
九
七
〇
年
代
に
中
華
人
民
共
和
国
と
中
華
民
国
の
国
際

的
地
位
を
逆
転
さ
せ
た
国
際
環
境
と
は
、
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
本
に
は
、
安
定
的
な
関
係
の
構
築
が
相
互
の
利

益
に
な
る
と
い
う
、
中
国
と
西
側
諸
国
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
西
側
諸
国
で
は
、
一
九
六
四
年
に
中
国
が
核
保
有
国

と
な
っ
た
頃
か
ら
、
中
国
政
府
を
承
認
せ
ず
、
国
連
代
表
権
も
認
め

な
い
こ
と
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
議
論
が
活
発
化
し
た
。
他
方
で
、

中
国
を
西
側
諸
国
と
の
接
近
へ
と
駆
り
立
て
た
要
因
は
、
中
ソ
対
立

で
あ
っ
た
。
特
に
、
六
九
年
の
中
ソ
国
境
紛
争
後
、
中
国
は
米
ソ
両

大
国
と
同
時
に
対
峙
す
る
こ
と
を
避
け
、
米
国
へ
の
接
近
を
模
索
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

同
時
期
に
米
国
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
内
で
も
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
を

中
心
に
、
対
中
接
近
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
た
。
同
政
権
に
は
、
米

中
ソ
三
角
外
交
の
な
か
で
有
利
な
地
位
を
確
立
す
る
と
い
う
思
惑
の

ほ
か
、
長
期
化
す
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
有
利
な
条
件
で
和
平
へ
導
き

た
い
と
い
う
期
待
も
あ
っ
た
。
米
中
は
複
数
の
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ

て
双
方
の
意
思
を
確
認
し
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
秘
密
訪
中
を
経

て
、
七
一
年
七
月
に
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
対
中
封

じ
込
め
を
基
調
と
し
て
き
た
米
国
の
ア
ジ
ア
戦
略
の
大
転
換
を
意
味

し
、
国
連
中
国
代
表
権
を
め
ぐ
る
西
側
諸
国
の
協
調
行
動
に
も
影
響

し
た
。
そ
の
年
の
国
連
総
会
で
、
中
国
は
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理

事
国
と
し
て
の
国
連
加
盟
を
果
た
し
、
台
湾
の
中
華
民
国
政
府
は
そ

の
審
議
の
前
に
国
連
か
ら
退
出
し
た
。

　

七
二
年
二
月
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
に
お
い
て
、
最
大
の
争
点
は
台
湾

の
帰
属
で
あ
っ
た
。
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
お
い
て
、
中
国
は
「
中
華

人
民
共
和
国
政
府
は
中
国
の
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
り
、
台
湾
は
中

国
の
一
省
」
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
米
国
は
「
台
湾
海
峡

の
両
側
の
す
べ
て
の
中
国
人
が
、
中
国
は
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
台
湾

は
中
国
の
一
部
分
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

る
」
と
し
た
上
で
、台
湾
問
題
の
平
和
的
解
決
へ
の
関
心
を
表
明
し
、

台
湾
か
ら
の
段
階
的
な
軍
撤
退
を
約
束
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
う

し
た
両
論
併
記
に
よ
る
和
解
が
可
能
と
な
っ
た
理
由
は
、
上
述
の
よ
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う
に
、
双
方
が
台
湾
問
題
に
米
中
接
近
か
ら
生
じ
る
戦
略
的
利
益
を

優
先
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

日
本
に
と
っ
て
の
「
一
九
七
二
年
体
制
」

　

米
中
接
近
や
国
連
に
お
け
る
中
国
代
表
権
の
交
代
に
大
き
な
衝
撃

を
受
け
た
の
が
日
本
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
日
本
で
は
中
国
と
の
早
期

関
係
正
常
化
を
望
む
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
政
府
は
米
国
の
対

中
封
じ
込
め
政
策
に
足
並
み
を
揃
え
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
ニ
ク
ソ

ン
訪
中
後
、
一
九
七
二
年
七
月
に
田
中
角
栄
政
権
が
発
足
し
、
日
中

国
交
正
常
化
の
意
思
を
表
明
す
る
と
、
周
恩
来
は
直
ち
に
こ
れ
を
歓

迎
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
田
中
は
七
二
年
九
月
に
大
平
外
相
と
共

に
訪
中
し
、
一
気
呵
成
に
国
交
正
常
化
を
成
し
遂
げ
た
。

　

こ
の
交
渉
の
最
大
の
争
点
も
、
台
湾
の
帰
属
で
あ
っ
た
。
日
中
共

同
声
明
に
お
い
て
は
「
台
湾
は
中
国
の
一
部
」
と
い
う
中
国
の
主
張

に
対
し
、
日
本
が
「
十
分
理
解
し
、
尊
重
し
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
八

項
に
基
づ
く
立
場
を
堅
持
す
る
」と
述
べ
、や
は
り
両
論
併
記
と
な
っ

た
。
こ
の
経
緯
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
当
時
の
外
務
省
条
約
局
長

で
あ
り
、
田
中
・
大
平
訪
中
に
も
随
行
し
た
栗
山
尚
一
の
回
想
に
詳

し
い
（
栗
山
尚
一
「
日
中
国
交
正
常
化
」『
早
稲
田
法
学
』
七
四
〔
四

―
一
〕、
一
九
九
九
年
）。
日
本
に
と
っ
て
「
台
湾
は
中
国
の
一
部
」

だ
と
認
め
る
こ
と
は
、「
中
国
が
台
湾
を
武
力
に
よ
っ
て
解
放
す
る

最
終
的
な
権
利
を
有
し
て
い
る
と
い
う
立
場
の
正
当
性
を
認
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」
点
に
お
い
て
問
題
が
あ
り
、「
台
湾
条
項
」
を
謳
っ

た
一
九
六
九
年
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
を
事
実
上
有
名
無
実
化

し
か
ね
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

　

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
お
け
る
「
認
識
（acknow

ledge

）」
の
含

意
を
米
国
へ
内
々
に
照
会
し
た
後
、
日
本
が
中
国
側
に
提
示
し
た
案

は
、「
十
分
理
解
し
、
尊
重
す
る
」
で
あ
っ
た
が
、
中
国
側
は
こ
れ

を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
側
が
ぎ
り
ぎ
り
受
け
入
れ

ら
れ
る
腹
案
と
し
て
提
示
し
た
の
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
く
だ
り
で

あ
っ
た
。
こ
の
一
節
の
意
味
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
日
本

は
、
台
湾
が
「
中
国
」（
当
時
は
中
華
民
国
政
府
で
あ
っ
た
が
、
日

中
国
交
正
常
化
後
の
日
本
は
「
中
国
の
唯
一
の
合
法
政
府
」
と
し
て

中
華
人
民
共
和
国
政
府
を
承
認
す
る
こ
と
と
な
る
）
に
返
還
さ
れ
る

こ
と
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
言
外

に
含
ま
れ
る
も
う
一
つ
の
意
味
は
、
日
本
政
府
と
し
て
台
湾
が
既
に

中
華
人
民
共
和
国
の
領
土
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識

を
有
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
栗
山
に
よ
れ
ば
、
周
恩
来
は

こ
れ
ら
を
理
解
し
た
上
で
、
同
文
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
断
し

た
。

　

日
中
共
同
声
明
発
表
後
、
日
本
政
府
は
日
華
平
和
条
約
が
「
存
続

の
意
義
を
失
い
、
失
効
し
た
」
と
の
見
解
を
示
し
、
以
降
の
台
湾
と
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の
関
係
は
、
非
政
府
間
の
実
務
的
な
関
係
に
限
定
さ
れ
る
と
説
明
し

た
。
ま
た
、大
平
外
相
は
帰
国
後
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、

日
米
安
全
保
障
条
約
の
「
極
東
」
の
範
囲
か
ら
台
湾
が
外
れ
た
の
か

と
い
う
野
党
の
質
問
に
答
え
、「
中
華
人
民
共
和
国
と
台
湾
と
の
間

の
対
立
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
中
国
の
国
内
問
題
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
わ
が
国
と
し
て
は
こ
の
問
題
が
当
事
者
間
で
平
和
的
に
解
決

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
問
題
が
武
力
紛

争
に
発
展
す
る
可
能
性
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
答
え
た
。

つ
ま
り
、
日
本
政
府
の
立
場
は
、
万
が
一
中
国
が
武
力
に
よ
っ
て
台

湾
を
「
統
一
」
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
中
国
の
国
内

問
題
と
は
み
な
さ
な
い
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
中
国
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
、
一
般
的
に
は
こ
の
よ
う

な
事
態
、
つ
ま
り
台
湾
海
峡
有
事
は
起
こ
り
得
な
い
と
い
う
の
が
、

政
府
の
表
向
き
の
立
場
と
な
っ
た
。

米
国
の
「
一
つ
の
中
国
」
政
策

　

一
九
七
九
年
一
月
一
日
の
米
中
国
交
正
常
化
は
、
一
九
七
〇
年
代

の
中
国
と
台
湾
を
取
り
巻
く
国
際
秩
序
転
換
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で

あ
っ
た
。
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
以
降
、
米
国
は
台
湾
か
ら
の
米
軍
撤
退

を
漸
次
進
め
、
そ
れ
と
並
行
し
て
台
湾
の
自
主
防
衛
能
力
の
整
備
を

援
助
し
た
。
国
交
正
常
化
に
先
立
っ
て
発
表
さ
れ
た
米
中
共
同
声
明

に
お
い
て
、
両
国
は
台
湾
の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
は
上
海
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
米
中
国
交
正
常
化
の
結
果
、
米

国
は
中
華
民
国
政
府
と
断
交
し
、
こ
れ
に
伴
い
米
華
相
互
防
衛
条
約

も
失
効
し
、
台
湾
に
は
経
済
文
化
代
表
処
が
置
か
れ
、
実
務
関
係
を

継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

米
華
断
交
に
反
対
し
た
米
連
邦
議
会
は
、
七
九
年
四
月
に
台
湾
関

係
法
を
制
定
し
た
。
同
法
は
、
米
中
国
交
正
常
化
が
「
台
湾
の
未
来

が
平
和
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
い

る
」
と
謳
う
。
そ
の
上
で
、
米
国
は
防
衛
目
的
に
限
っ
て
台
湾
へ
兵

器
を
提
供
し
、「
台
湾
居
民
の
安
全
、
社
会
や
経
済
の
制
度
を
脅
か

す
い
か
な
る
武
力
行
使
ま
た
は
他
の
強
制
的
な
方
式
に
も
対
抗
し
う

る
防
衛
力
を
維
持
し
、
適
切
な
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
た
。
た
だ
し
、
こ
の
「
適
切
な
行
動
」
と
は
、
必
ず
し
も
軍

事
介
入
を
約
束
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
台
湾
関
係
法
」
制
定
に
対
す
る
中
国
か
ら
の
抗
議
を
受
け
て
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
八
二
年
八
月
に
中
国
と
の
間
で
台
湾
へ
の
武
器
売

却
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、
米
国
の
台
湾

に
対
す
る
武
器
売
却
は
、
質
量
と
も
に
国
交
正
常
化
以
降
数
年
の
水

準
を
超
え
な
い
こ
と
、
台
湾
に
対
す
る
武
器
売
却
を
次
第
に
減
ら

し
、
一
定
期
間
の
う
ち
に
最
終
的
解
決
に
導
く
つ
も
り
で
あ
る
こ
と

な
ど
で
合
意
し
た
。
ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
中
国
と
コ
ミ
ュ
ニ
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ケ
を
作
成
す
る
一
方
で
、
台
湾
の
蔣
経
国
政
権
に
対
し
て
、
中
国
と

の
合
意
が
台
湾
へ
の
武
器
売
却
に
関
す
る
米
中
事
前
協
議
や
、
そ
の

終
了
期
限
の
設
定
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
、
同

時
に
台
湾
に
中
国
と
の
交
渉
を
迫
っ
た
り
も
し
な
い
こ
と
を
約
束
す

る
「
六
つ
の
保
障
」
を
与
え
た
。

　

三
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
（
上
海
、
国
交
正
常
化
、
武
器
売
却
）
と
台

湾
関
係
法
か
ら
な
る
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
米
国
の
対
中
国
・
台
湾

政
策
は
「
一
つ
の
中
国
」
政
策
と
呼
ば
れ
、
し
ば
し
ば
日
本
に
お
け

る
「
一
九
七
二
年
体
制
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
。
ま
た
、

近
年
で
は
、
後
述
す
る
国
際
情
勢
の
変
化
の
結
果
、
米
国
の
「
一
つ

の
中
国
」
政
策
を
説
明
す
る
際
に
、「
六
つ
の
保
障
」
が
そ
の
一
部

だ
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
一
九
七
二

年
体
制
」
や
米
国
の
「
一
つ
の
中
国
」
政
策
と
、
中
国
政
府
が
主
張

す
る
「
一
つ
の
中
国
」
原
則
の
間
に
は
、
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、

根
本
的
な
立
場
の
違
い
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
要
す
れ
ば
、

「
台
湾
は
中
華
人
民
共
和
国
の
不
可
分
の
領
土
で
あ
る
」
と
い
う
中

国
の
立
場
を
、
米
国
や
日
本
は
現
状
認
識
と
し
て
完
全
に
受
け
入
れ

た
訳
で
は
な
く
、
そ
の
現
状
が
武
力
を
用
い
て
変
更
さ
れ
る
場
合
に

は
中
国
内
政
と
み
な
さ
ず
、
国
際
問
題
だ
と
み
な
し
て
対
応
す
る
用

意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
は
新
冷

戦
と
良
好
な
日
米
中
関
係
を
背
景
に
、中
国
は
台
湾
に
「
平
和
統
一
」

を
呼
び
か
け
、
台
湾
の
帰
属
を
め
ぐ
る
諸
国
と
の
立
場
の
相
違
が
争

点
化
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。ま
た
、台
湾
の
蔣
経
国
政
権
に
と
っ

て
「
一
九
七
二
年
体
制
」
は
外
交
的
孤
立
と
い
う
意
味
で
は
挑
戦
す

べ
き
対
象
で
は
あ
っ
た
が
、
米
国
お
よ
び
日
米
安
全
保
障
条
約
の
台

湾
防
衛
へ
の
関
与
が
保
た
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
大
き
な
安
心
材

料
で
も
あ
っ
た
。

「
一
九
七
二
年
体
制
」
の
争
点
化

　

冷
戦
後
、
国
際
情
勢
と
中
台
双
方
の
変
化
に
よ
っ
て
、「
一
九
七
二

年
体
制
」
の
あ
り
方
は
争
点
化
し
た
。「
一
九
七
二
体
制
」
を
成
り

立
た
せ
て
い
た
ソ
連
の
脅
威
は
消
滅
し
た
。
ま
た
、
台
湾
で
は
李
登

輝
が
実
権
を
握
り
、
政
治
的
民
主
化
と
国
際
的
な
活
動
空
間
を
拡
大

す
る
た
め
の
「
務
実
外
交
」
を
並
行
し
て
推
進
し
た
。
天
安
門
事
件

後
、「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
の
発
展
に
邁
進
す
る
中
国
は
、
李
登

輝
政
権
に
対
す
る
警
告
を
繰
り
返
し
、
関
係
諸
国
に
対
し
て
も
台
湾

に
国
際
的
な
主
権
を
認
め
た
り
、
そ
れ
に
相
応
す
る
待
遇
を
与
え
た

り
し
な
い
よ
う
、「
一
つ
の
中
国
」
原
則
の
主
張
を
強
化
し
た
。

　

中
国
の
警
戒
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
の
台
湾
海

峡
に
お
け
る
ミ
サ
イ
ル
演
習
に
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
台
湾
海
峡

危
機
を
生
起
さ
せ
た
。
危
機
に
際
し
、
米
国
は
台
湾
関
係
法
に
基
づ

い
て
台
湾
海
峡
に
空
母
艦
隊
を
派
遣
し
て
、
台
湾
防
衛
へ
の
関
与
の
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意
思
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
は
日
米
安
全
保
障
条
約

の
六
条
事
態
と
し
て
こ
の
危
機
に
対
応
す
る
体
制
は
整
っ
て
お
ら

ず
、
米
政
府
と
の
情
報
共
有
も
不
十
分
で
あ
っ
た
（
船
橋
洋
一
『
同

盟
漂
流
』
岩
波
書
店
、一
九
九
七
年
）。
台
湾
海
峡
危
機
後
、中
国
は
、

米
国
お
よ
び
日
本
と
そ
れ
ぞ
れ
関
係
を
改
善
し
た
が
、
そ
の
過
程
に

お
い
て
、「
一
つ
の
中
国
」原
則
に
対
す
る
日
米
の
関
与
を
再
確
認
し
、

再
定
義
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
台
湾
を
外
す

よ
う
働
き
か
け
た
。
さ
ら
に
、
九
七
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
新
た
な

日
米
防
衛
協
力
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
適
用
範
囲
に
台
湾
が

含
ま
れ
る
の
な
ら
ば
、
内
政
干
渉
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
繰
り
返
し

た
。
日
本
国
内
に
も
こ
れ
に
呼
応
し
、
対
中
配
慮
を
求
め
る
主
張
が

存
在
し
た
が
、
日
中
国
交
正
常
化
の
経
緯
を
振
り
返
れ
ば
、
中
国
政

府
の
批
判
は
筋
が
通
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、台
湾
の
帰
属
に
関
し
て
は
、米
国
も
日
本
も「
一
つ
の
中
国
」

の
立
場
を
再
確
認
し
た
。
九
八
年
、
中
国
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
対

し
て
「
三
つ
の
ノ
ー
（
台
湾
独
立
を
認
め
ず
、
台
湾
政
府
を
承
認
せ

ず
、
台
湾
の
国
際
機
関
へ
の
加
盟
を
支
援
し
な
い
）」
表
明
を
求
め
、

同
年
の
日
中
共
同
宣
言
で
日
本
に
「
改
め
て
中
国
は
一
つ
で
あ
る
と

の
認
識
を
表
明
す
る
」
よ
う
求
め
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
李
登
輝

は
九
九
年
七
月
に
台
湾
と
中
国
の
関
係
を
「
少
な
く
と
も
特
殊
な
国

と
国
の
関
係
」
で
あ
る
た
め
、「
台
湾
は
改
め
て
独
立
宣
言
を
す
る

必
要
は
な
い
」と
す
る
い
わ
ゆ
る「
二
国
論
」を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、

中
国
が
強
化
す
る
「
一
つ
の
中
国
」
原
則
に
対
抗
し
つ
つ
も
、
台
湾

が
「
独
立
宣
言
」
を
し
な
い
こ
と
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、「
二
国
論
」
を
中
国
は
猛
烈
に
批
判
し
、
事
前
に

相
談
を
受
け
な
か
っ
た
米
国
は
冷
や
や
か
な
反
応
を
示
し
、
日
本
も

こ
れ
と
は
距
離
を
置
い
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
米
国
、
中
国
、
日
本
、
台
湾
の
駆
け
引
き
を
通

じ
て
、「
一
九
七
二
年
体
制
」
の
あ
り
方
が
確
認
さ
れ
た
。
米
国
と

日
本
は
台
湾
の
民
主
化
を
評
価
し
つ
つ
も
、
中
国
が
主
張
す
る
「
一

つ
の
中
国
」の
立
場
に
関
与
す
る
方
針
は
変
え
な
か
っ
た
。
他
方
で
、

中
国
が
武
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
を
試
み
る
場
合
、
米
国
は

そ
れ
を
座
視
せ
ず
、
日
本
も
日
米
安
全
保
障
条
約
に
則
っ
て
、
米
軍

を
支
援
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
見
え
て
き
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五

年
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
共
同
声
明
、
一
五
年
の
日
米
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
安
全
保
障
法
制
な
ど
を
経
て
、
日
米
同
盟
が
地
域
の

安
定
に
果
た
す
役
割
は
よ
り
具
体
化
さ
れ
た
。

「
一
九
七
二
年
体
制
」
の
動
揺

　

中
国
の
大
国
化
と
習
近
平
政
権
の
誕
生
、
台
湾
に
お
け
る
政
権

交
代
、
そ
し
て
米
中
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
、「
一
九
七
二
年
体

制
」
は
現
在
、
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
。
習
近
平
政
権
は
台
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湾
周
辺
に
お
け
る
空
・
海
軍
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、「
台
湾
独
立
」

へ
の
警
告
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
の
中
国
が
擁
す
る
軍
事
力
は
、

一
九
七
〇
年
代
や
九
〇
年
代
と
比
べ
る
と
大
幅
に
増
強
さ
れ
、
中
国

が
近
い
将
来
に
台
湾
侵
攻
に
動
き
、
米
国
が
こ
れ
を
抑
制
ま
た
は
撃

退
で
き
な
い
可
能
性
す
ら
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
表
向
き
に
は
「
起
こ
り
得
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
現
実
に
な
る
可
能
性
が
増
大
し
て
い
る
。

　

近
年
の
米
政
府
は
、
中
国
を
「
戦
略
的
競
争
相
手
」
と
明
確
に
位

置
付
け
る
一
方
で
、
台
湾
の
戦
略
的
重
要
性
を
再
評
価
し
て
関
与
を

強
化
し
、
歴
代
政
権
が
採
っ
て
き
た
「
一
つ
の
中
国
」
政
策
を
形
骸

化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、「
一
つ
の
中
国
」
政
策
を

放
棄
し
な
い
姿
勢
を
中
国
に
対
し
て
示
し
つ
つ
も
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

期
に
加
速
し
た
米
台
協
力
の
強
化
を
基
本
的
に
は
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
日
本
を
中
心
と
す
る
同
盟
国
や
同
志
国
と

歩
調
を
揃
え
て
、
中
国
に
よ
る
現
状
変
更
に
対
抗
す
る
こ
と
を
重
視

す
る
。
二
〇
二
一
年
四
月
の
日
米
共
同
声
明
は
「
台
湾
海
峡
の
平
和

と
安
定
の
重
要
性
」
を
確
認
し
、「
両
岸
問
題
の
平
和
的
解
決
を
促

す
」
と
い
う
文
言
で
、
一
九
六
九
年
の
日
米
共
同
声
明
以
来
五
二
年

ぶ
り
に
台
湾
海
峡
情
勢
に
触
れ
た
。
こ
う
し
た
国
際
情
勢
に
反
応
す

る
か
た
ち
で
、
昨
年
来
日
本
の
国
内
に
お
い
て
も
、
台
湾
海
峡
有
事

を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。
政
府
の
立
場
は
、
具
体
的
な

状
況
の
想
定
は
差
し
控
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
か
ら
台

湾
に
対
し
て
武
力
行
使
が
行
わ
れ
る
場
合
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い

て
、
議
論
と
準
備
を
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

本
稿
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
が
日
米
安
全
保
障
体
制
の
下

で
台
湾
海
峡
の
安
定
や
安
全
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、「
一
九
七
二
年

体
制
」
と
は
何
ら
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、
米
バ
イ
デ
ン
政
権
が
「
一

つ
の
中
国
」
政
策
を
継
続
す
る
と
表
明
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
日

本
政
府
も
「
一
つ
の
中
国
」
へ
の
関
与
自
体
を
見
直
す
こ
と
を
現
時

点
で
想
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
中
国
の
武
力
に
よ
る

現
状
変
更
が
現
実
味
を
増
す
ほ
ど
、
日
米
を
中
心
と
す
る
諸
国
は
、

そ
れ
を
抑
制
／
阻
止
す
る
方
策
を
台
湾
と
共
に
検
討
し
よ
う
と
す
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
中
国
か
ら
台
湾
に
対
し
て
、
典
型
的
な
武
力
行
使

に
当
て
は
ま
ら
な
い
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
の
攻
勢
が
強
ま
り
、
現
状

変
更
が
一
方
的
か
つ
強
制
的
に
な
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
米
国
の
台
湾
関
係

法
で
は
武
力
以
外
の
「
強
制
的
な
方
式
に
も
対
抗
」
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
こ
う
し
た
可
能
性
に
対
し
て
採
る
べ

き
対
応
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
私

た
ち
は
い
ま
、「
一
九
七
二
年
体
制
」
の
来
歴
と
含
意
を
踏
ま
え
た

上
で
、
そ
の
持
続
可
能
性
を
議
論
す
べ
き
局
面
に
立
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
●




